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『
忠
度
集
』
季
節
詠
に
み
え
る
不
遇
意
識 

―

「
三
月
尽
」
題
を
中
心
に―

 

日
本
文
学
・
日
本
語
史
学 

博
士
前
期
課
程
１
年 

井
上 

京
音 

⒈
は
じ
め
に 

 

本
発
表
で
は
、
平
忠
度
（
一
一
四
四
～
一
一
八
四
）
の
私
家
集
『
忠
度
集
』
を
扱
う
。 

 

忠
度
は
、
平
清
盛
の
異
母
弟
で
、
平
安
末
期
の
武
士
で
あ
り
歌
人
で
あ
る
。 

『
平
家
物
語
』
に
は
、
忠
度
が
都
落
ち
の
際
に
、
自
ら
の
和
歌
集
を
藤
原
俊
成
に
託
し
た
と
す
る
話
が

収
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
忠
度
都
落
」
は
、
高
校
古
典
の
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
現

代
で
も
広
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
忠
度
に
関
す
る
先
行
研
究
は
『
平
家
物
語
』
や
謡
曲
に
関
す
る

も
の
が
多
く
、
歌
人
と
し
て
の
忠
度
を
論
じ
る
も
の
は
多
く
な
い
。 

忠
度
の
和
歌
集
に
『
忠
度
集
』
が
あ
る
。『
平
家
物
語
』
で
の
忠
度
の
和
歌
集
は
、
俊
成
に
渡
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
し
、『
忠
度
集
』
は
、
賀
茂
社
に
奉
献
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る1

。
そ
の
た
め
、
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
物
語
に
お
け
る
忠
度
の

和
歌
集
と
『
忠
度
集
』、
ひ
い
て
は
『
平
家
物
語
』
中
の
忠
度
と
歌
人
の
忠
度
は
、
区
別
し
て
捉
え
る
必

要
が
あ
る
。 

『
忠
度
集
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
伝
本
や
成
立
事
情
を
論
じ
た
も
の
が
多
い
。
忠
度
の
和
歌
に
関
し

て
は
父
・
忠
盛
や
兄
・
経
盛
と
並
べ
ら
れ
「
平
家
歌
人
」
と
い
う
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

「
平
家
歌
人
」
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
和
歌
の
言
葉
や
特
徴
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た
。
忠
度
個
人
に

着
目
し
、
そ
の
和
歌
表
現
に
注
目
し
た
考
察
は
少
な
い
。『
忠
度
集
』
全
体
を
通
し
た
研
究
も
十
分
に
な

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。 

そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
物
語
的
枠
組
み
や
「
平
家
歌
人
」
と
括
ら
れ
た
枠
組
み
を
離
れ
、『
忠
度
集
』

に
み
え
る
和
歌
表
現
に
込
め
ら
れ
た
忠
度
の
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
特
に
、「
三

月
尽
」
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
単
な
る
季
節
詠
に
留
ま
ら
な
い
四
季
部
の
歌
に
着
目
し
た
い
。 

 

⒉
『
忠
度
集
』
の
雑
部
に
み
え
る
不
遇
意
識 

  

『
忠
度
集
』
は
、
忠
度
自
ら
撰
じ
た
と
さ
れ
る2

一
〇
三
首
（
忠
度
歌
一
〇
〇
首
、
他
者
の
贈
歌
・
答
歌

三
首
）
で
構
成
さ
れ
た
和
歌
集
で
あ
る
。
こ
の
一
〇
三
首
の
和
歌
は
、
春
部
・
夏
部
・
秋
部
・
冬
部
・
恋

部
・
雑
部
と
、
部
立
ご
と
に
分
け
て
配
置
さ
れ
る
。
雑
部
に
は
四
季
部
や
恋
部
に
属
さ
な
い
歌
、
主
に
人

と
の
贈
答
歌
や
仏
教
に
関
す
る
歌
が
分
類
さ
れ
る
。  

 
1 

森
本
元
子
『
私
家
集
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
六
年
）
の
指
摘
に
よ
る
。 

2 

注
1
前
掲
書
に
よ
る
。 

に
立
つ
と
す
る
も
の
と
、
た
だ
上
位
国
の
国
民
と
し
て
中
国
を
見
下
し
て
い
る
と
す
る
も
の
、
大
き

く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
論
者
と
し
て
は
、
芥
川
が
当
時
の
中
国
を
傍
観
し
て
い
る
姿
勢
を
取
っ

て
い
る
と
考
え
る
。
三
人
の
政
治
家
の
訪
問
記
事
に
お
い
て
芥
川
は
確
か
に
当
時
の
中
国
の
政
治
状

況
を
あ
る
程
度
紹
介
し
て
い
る
が
、
芥
川
自
身
は
支
那
の
政
治
に
そ
こ
ま
で
興
味
を
示
さ
な
か
っ

た
。
「
十
四 

罪
悪
」
に
お
い
て
も
同
じ
く
自
身
が
い
わ
ゆ
る
「Journalist

的
才
能
」
を
発
揮
し
よ

う
と
し
、
支
那
（
上
海
）
の
社
会
状
況
を
記
述
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実

際
の
と
こ
ろ
芥
川
は
、
当
時
の
上
海
に
お
け
る
犯
罪
問
題
の
裏
ま
で
は
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
「
二
十 

徐
家
滙
」
で
は
、
中
国
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
歴
史
を
取
り
上
げ
て
新
旧
「
支
那
」
の

変
化
を
述
べ
、
西
洋
・
日
本
の
提
示
も
そ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
以
上
三
つ
の
部
分
の
論

述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
芥
川
は
た
だ
当
時
の
上
海
を
傍
観
し
て
い
る
だ
け
で
、
自
身
が
体
験
し
た

支
那
を
そ
の
ま
ま
記
述
し
て
い
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
先
行
論
が
い
う
支
那
の
味
方
側
に
立
つ
、
或

い
は
た
だ
支
那
を
見
下
し
て
い
る
、
い
ず
れ
も
そ
こ
ま
で
極
端
の
態
度
を
取
っ
て
は
い
な
い
と
考
え

る
。 

終終
わわ
りり
にに  

本
論
で
は
ま
ず
芥
川
が
上
海
と
い
う
国
際
都
市
に
お
け
る
旅
を
通
じ
て
、
そ
の
体
験
か
ら
得
ら
れ

た
西
洋
、
日
本
、
支
那
へ
の
認
識
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
論
じ
た
。
西
洋
に
対
し
て
は
「
愉

快
」
か
ら
「
場
違
ひ
」
へ
、
そ
し
て
日
本
人
属
性
へ
の
目
覚
ま
し
、
最
後
は
支
那
へ
の
冷
静
な
傍
観

者
姿
勢
を
得
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
異
文
化
体
験
に
溢
れ
た
上
海
旅
は
芥
川
に
と
っ
て
、
異

な
る
文
化
・
文
明
の
間
の
境
界
線
が
よ
り
見
え
て
く
る
と
い
う
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
影
響
は
ま
た
長
く
、
上
海
旅
を
含
む
中
国
旅
が
終
了
し
た
後
、
芥
川
は
「
支
那
旅
行
を
境

に
し
て
芥
川
の
小
説
の
作
風
（
と
題
材
）
が
変
つ
た7

」
と
宇
野
浩
二
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
金
将

軍8

」
「
桃
太
郎9

」
な
ど
の
い
く
つ
か
の
反
戦
を
題
材
に
し
た
と
言
わ
れ
る
作
品
を
出
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
中
国
旅
を
通
じ
て
芥
川
の
社
会
意
識
が
深
化
し
た
の
は
間
違
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

 
7 

宇
野
浩
二
『
芥
川
龍
之
介
』
普
及
版
（
文
藝
春
秋
新
社 

一
九
五
三
年
十
月
） 

8 

初
出
：
「
新
小
説
」 

春
陽
堂
書
店 

一
九
二
四
年
二
月 

9 

初
出
：
「
サ
ン
デ
ー
毎
日 

夏
期
特
別
号
」 

毎
日
新
聞
社 

一
九
二
四
年
七
月
一
日 
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『
忠
度
集
』
の
雑
部
に
忠
度
の
不
遇
意
識
が
み
え
る
こ
と
は
、
早
く
井
上
宗
雄
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る

3

。
井
上
氏
は
、
忠
度
に
関
す
る
記
録
に
七
年
余
り
の
空
白
期
間
が
あ
る
こ
と
を
不
審
と
し
た
う
え
で
、

「
身
近
な
人
の
死
と
い
う
よ
う
な
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
病
気
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
」
と
他

の
可
能
性
も
挙
げ
つ
つ
、
不
遇
の
状
況
に
あ
っ
た
可
能
性
を
次
の
贈
答
歌
を
も
と
に
指
摘
す
る
。 

嘆
く
こ
と
侍
り
け
る
こ
ろ
、
同
じ
様
な
る
人
の
も
と
よ
り
申
し
送
り
て
侍
り
け
る 

87
侘
人
の
涙
に
濡
る
る
袖
に
ま
た
秋
は
露
さ
へ
置
く
ぞ
悲
し
き 

 
 

 
 

返
し 

88
さ
も
こ
そ
は
同
じ
嘆
き
と
い
ひ
な
が
ら
露
も
変
は
ら
ぬ
袖
の
上
か
な
（
忠
度
集
・
雑
）4 

 

87
番
歌
の
詞
書
か
ら
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
秋
に
、
何
ら
か
の
「
嘆
く
こ

と
」
が
忠
度
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

歌
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
秋
の
露
に
言
寄
せ
て
袖
に
か
か
る
涙
を
託
ち
合
う
内
容
で
あ
る
。
87
番

歌
に
み
え
る
「
侘
人
」
は
、「
傷
心
の
人
。
失
意
の
人
。
悲
し
み
痛
む
心
を
持
つ
人
や
、
世
に
用
い
ら
れ

ず
失
意
に
あ
っ
た
り
わ
び
し
い
暮
し
を
し
て
不
本
意
で
あ
る
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
人
」5

を
指
す
。
こ
の

歌
を
贈
答
す
る
両
者
の
間
に
、
同
じ
よ
う
な
辛
さ
、
不
本
意
な
思
い
が
共
感
と
と
も
に
存
在
し
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
井
上
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
不
遇
を
詠
ん
だ
和
歌
と
み
て
お
く
。 

87
・
88
番
歌
は
秋
の
露
を
詠
み
込
ん
だ
歌
だ
が
、
不
遇
を
託
つ
こ
と
に
主
眼
を
置
く
た
め
か
、
秋
部

で
は
な
く
雑
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
他
の
歌
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
忠
度
の
不

遇
意
識
は
雑
部
の
み
な
ら
ず
四
季
部
の
歌
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 

 

⒊
『
忠
度
集
』
の
「
三
月
尽
」
題
の
歌
に
み
え
る
不
遇
意
識 

 

『
忠
度
集
』
の
四
季
部
で
は
、
各
四
季
の
部
立
内
に
お
い
て
も
歌
の
内
容
が
時
節
の
移
り
変
わ
り
を
な

ぞ
ら
え
る
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
例
え
ば
春
部
を
み
る
と
、「
立
春
」
と
い
う
題
の
歌
で
始
ま
り
、「
三
月

尽
」
つ
ま
り
陰
暦
三
月
の
末
日
の
こ
と
で
、
春
の
終
わ
り
を
詠
む
題
の
歌
で
終
わ
る
。「
三
月
尽
」
題
の

歌
は
、
左
掲
の
先
行
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
往
く
春
を
惜
し
み
、
ま
た
春
の
移
ろ
い
に
我
が
身
を
重

ね
合
わ
せ
て
老
い
を
嘆
く
」6

内
容
が
一
般
的
に
詠
ま
れ
る
。 

 
 

 
 

三
月
尽 

 

306
常
よ
り
も
今
日
の
暮
る
る
を
惜
し
む
か
な
今
い
く
度
の
春
と
知
ら
ね
ば 

（
堀
河
院
百
首
・
春
・
大
江
匡
房
） 

 
3

井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究 

増
補
版
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。 

4 

本
発
表
に
お
け
る
『
忠
度
集
』
の
本
文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
「
忠
度
朝
臣
集
」（
財
団
法
人
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
26
中
世
私
家
集
二
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年 

所
収
）
を
発
表
者
が

翻
刻
・
校
訂
し
た
も
の
を
用
い
る
。『
忠
度
集
』
以
外
の
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学

w
e
b
図
書
館
）
に
よ
る
。
な
お
、
歌
番
号
は
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。 

5

『
角
川
古
語
大
辞
典
』「
わ
び
び
と
【
佗
人
・
詫
人
】」
項
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
よ
る
。 

6 

佐
藤
道
生 

担
当
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』「
三
月
尽
」
項
（
日
本
文
学
w
e
b
図
書
館
）
に
よ
る
。 

58



で
は
、『
忠
度
集
』
の
「
三
月
尽
」
題
の
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

人
々
三
月
尽
の
歌
詠
み
侍
り
し
に 

 

19
我
が
身
に
は
よ
そ
な
る
春
と
思
へ
ど
も
暮
れ
ゆ
く
今
日
は
惜
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
（
忠
度
集
・
春
） 

忠
度
の
歌
も
往
く
春
を
惜
し
む
内
容
で
は
あ
る
も
の
の
、「
春
」
を
「
我
が
身
に
は
よ
そ
な
る
」
と
、

自
身
に
は
関
係
の
な
い
も
の
だ
と
表
現
す
る
点
が
特
異
で
あ
る
。「
よ
そ
な
る
」
に
「
春
」
が
結
び
つ
く

表
現
は
先
行
す
る
歌
に
は
み
ら
れ
な
い
。
忠
度
の
歌
以
前
で
は
、「
よ
そ
な
る
」
に
は
「
人
」
や
「
君
」

が
結
び
つ
き
、
他
者
と
自
身
と
の
隔
た
り
を
表
す
歌
が
多
い
。
ま
た
、
先
行
す
る
ほ
か
の
歌
人
の
「
三
月

尽
」
題
の
歌
で
、「
春
は
自
身
に
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
内
容
が
詠
ま
れ
て
い
る
例
は

み
ら
れ
な
い
。 

誰
に
で
も
訪
れ
る
「
春
」
と
い
う
季
節
が
、
自
身
に
は
関
係
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

「
春
」
は
栄
達
を
含
意
す
る
場
合
が
あ
り
、「
春
」
す
な
わ
ち
栄
達
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
る
と
い
う
不

遇
意
識
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

19
番
歌
は
、
同
時
代
の
惟
宗
広
言
撰
の
和
歌
集
『
言
葉
集
』
に
も
収
め
ら
れ
る
。『
忠
度
集
』
で
は
春

部
に
入
る
こ
の
歌
は
、『
言
葉
集
』
で
は
述
懐
部
に
み
え
る
。
述
懐
部
の
歌
は
、
老
い
の
嘆
き
を
は
じ
め

と
し
、
自
身
の
考
え
や
訴
え
が
広
く
詠
ま
れ
る
が
、
特
に
我
が
身
の
辛
さ
が
詠
ま
れ
る
。
広
言
は
、
忠
度

の
「
三
月
尽
」
題
の
歌
を
単
な
る
季
節
詠
に
留
ま
ら
な
い
と
判
断
し
、
述
懐
部
に
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

19
番
歌
は
、
三
月
尽
に
お
け
る
往
く
春
を
愛
惜
す
る
内
容
を
詠
み
つ
つ
も
、
そ
こ
に
自
身
の
「
春
」

か
ら
の
疎
外
感
、
不
遇
意
識
を
色
濃
く
詠
み
込
ん
だ
歌
で
あ
る
と
い
え
る
。 

『
忠
度
集
』
内
で
同
じ
く
春
と
我
が
身
に
つ
い
て
詠
む
歌
が
、「
除
夜
」
と
い
う
題
で
冬
部
の
末
尾
に

あ
る
。
こ
の
「
除
夜
」
題
の
歌
に
も
「
春
」
へ
の
疎
外
感
が
み
え
る
。 

 

⒋
『
忠
度
集
』
の
「
除
夜
」
題
の
歌
に
み
え
る
不
遇
意
識 

「
除
夜
」
は
大
晦
日
の
夜
の
こ
と
で
、
左
掲
の
先
行
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
過
ぎ
行
く
年
に
、
嘆
老

の
思
い
を
新
た
に
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
去
来
し
、
そ
れ
を
託
し
う
る
」7

内
容
が
詠
ま
れ
る
。 

 
 

 

除
夜 

1118
過
ぎ
ぬ
れ
ば
我
が
身
の
老
い
と
な
る
も
の
を
何
ゆ
ゑ
明
日
の
春
を
待
つ
ら
ん 

（
堀
河
院
百
首
・
冬
・
肥
後
） 

で
は
、『
忠
度
集
』
の
「
除
夜
」
題
の
歌
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

除
夜 

60
人
数
に
あ
ら
ぬ
を
嘆
く
我
が
身
さ
へ
春
と
明
日
よ
り
祝
ふ
べ
き
か
は
（
忠
度
集
・
冬
） 

こ
の
歌
に
つ
い
て
、
瀬
良
基
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る8

。 

 
7

村
尾
誠
一
担
当
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』「
年
の
暮
れ
」
項
（
日
本
文
学
w
e
b
図
書
館
）
に
よ
る
。 

8 

瀬
良
基
樹
「『
忠
度
集
』
の
歌
語
「
人
か
ず
に
あ
ら
ず
」
に
つ
い
て
」『
岡
大
国
文
論
稿
』
29
巻
（
二
〇
〇
一

年
三
月
）
に
よ
る
。 

 

『
忠
度
集
』
の
雑
部
に
忠
度
の
不
遇
意
識
が
み
え
る
こ
と
は
、
早
く
井
上
宗
雄
氏
に
よ
る
指
摘
が
あ
る

3

。
井
上
氏
は
、
忠
度
に
関
す
る
記
録
に
七
年
余
り
の
空
白
期
間
が
あ
る
こ
と
を
不
審
と
し
た
う
え
で
、

「
身
近
な
人
の
死
と
い
う
よ
う
な
事
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
病
気
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
」
と
他

の
可
能
性
も
挙
げ
つ
つ
、
不
遇
の
状
況
に
あ
っ
た
可
能
性
を
次
の
贈
答
歌
を
も
と
に
指
摘
す
る
。 

嘆
く
こ
と
侍
り
け
る
こ
ろ
、
同
じ
様
な
る
人
の
も
と
よ
り
申
し
送
り
て
侍
り
け
る 

87
侘
人
の
涙
に
濡
る
る
袖
に
ま
た
秋
は
露
さ
へ
置
く
ぞ
悲
し
き 

 
 

 
 

返
し 

88
さ
も
こ
そ
は
同
じ
嘆
き
と
い
ひ
な
が
ら
露
も
変
は
ら
ぬ
袖
の
上
か
な
（
忠
度
集
・
雑
）4 

 

87
番
歌
の
詞
書
か
ら
は
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
秋
に
、
何
ら
か
の
「
嘆
く
こ

と
」
が
忠
度
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

歌
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
秋
の
露
に
言
寄
せ
て
袖
に
か
か
る
涙
を
託
ち
合
う
内
容
で
あ
る
。
87
番

歌
に
み
え
る
「
侘
人
」
は
、「
傷
心
の
人
。
失
意
の
人
。
悲
し
み
痛
む
心
を
持
つ
人
や
、
世
に
用
い
ら
れ

ず
失
意
に
あ
っ
た
り
わ
び
し
い
暮
し
を
し
て
不
本
意
で
あ
る
と
思
っ
た
り
し
て
い
る
人
」5

を
指
す
。
こ
の

歌
を
贈
答
す
る
両
者
の
間
に
、
同
じ
よ
う
な
辛
さ
、
不
本
意
な
思
い
が
共
感
と
と
も
に
存
在
し
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
井
上
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
不
遇
を
詠
ん
だ
和
歌
と
み
て
お
く
。 

87
・
88
番
歌
は
秋
の
露
を
詠
み
込
ん
だ
歌
だ
が
、
不
遇
を
託
つ
こ
と
に
主
眼
を
置
く
た
め
か
、
秋
部

で
は
な
く
雑
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
他
の
歌
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
忠
度
の
不

遇
意
識
は
雑
部
の
み
な
ら
ず
四
季
部
の
歌
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 

 

⒊
『
忠
度
集
』
の
「
三
月
尽
」
題
の
歌
に
み
え
る
不
遇
意
識 

 

『
忠
度
集
』
の
四
季
部
で
は
、
各
四
季
の
部
立
内
に
お
い
て
も
歌
の
内
容
が
時
節
の
移
り
変
わ
り
を
な

ぞ
ら
え
る
よ
う
に
並
ん
で
い
る
。
例
え
ば
春
部
を
み
る
と
、「
立
春
」
と
い
う
題
の
歌
で
始
ま
り
、「
三
月

尽
」
つ
ま
り
陰
暦
三
月
の
末
日
の
こ
と
で
、
春
の
終
わ
り
を
詠
む
題
の
歌
で
終
わ
る
。「
三
月
尽
」
題
の

歌
は
、
左
掲
の
先
行
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
往
く
春
を
惜
し
み
、
ま
た
春
の
移
ろ
い
に
我
が
身
を
重

ね
合
わ
せ
て
老
い
を
嘆
く
」6

内
容
が
一
般
的
に
詠
ま
れ
る
。 

 
 

 
 

三
月
尽 

 

306
常
よ
り
も
今
日
の
暮
る
る
を
惜
し
む
か
な
今
い
く
度
の
春
と
知
ら
ね
ば 

（
堀
河
院
百
首
・
春
・
大
江
匡
房
） 

 
3

井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究 

増
補
版
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。 

4 

本
発
表
に
お
け
る
『
忠
度
集
』
の
本
文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
「
忠
度
朝
臣
集
」（
財
団
法
人
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
26
中
世
私
家
集
二
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年 

所
収
）
を
発
表
者
が

翻
刻
・
校
訂
し
た
も
の
を
用
い
る
。『
忠
度
集
』
以
外
の
和
歌
の
本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
日
本
文
学

w
e
b
図
書
館
）
に
よ
る
。
な
お
、
歌
番
号
は
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。 

5

『
角
川
古
語
大
辞
典
』「
わ
び
び
と
【
佗
人
・
詫
人
】」
項
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
よ
る
。 

6 

佐
藤
道
生 
担
当
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』「
三
月
尽
」
項
（
日
本
文
学
w
e
b
図
書
館
）
に
よ
る
。 

59



 
 

歳
暮
に
お
け
る
寄
る
年
波
へ
の
嘆
き
を
直
接
表
面
に
出
さ
な
い
で
、
除
夜
に
お
け
る
「
人
か
ず
に
あ

ら
ぬ
」
こ
と
へ
の
悲
哀
感
と
新
春
を
寿
ぐ
心
情
と
の
矛
盾
を
中
心
に
歌
っ
て
い
る
。
新
春
を
迎
え
る

こ
と
へ
の
慶
祝
感
よ
り
は
、
現
在
の
自
分
の
不
遇
な
状
況
へ
の
嘆
き
を
主
に
し
て
い
る
。 

 

一
般
に
、「
除
夜
」
題
の
歌
は
、
迎
え
る
春
を
喜
ん
だ
り
老
い
を
嘆
い
た
り
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か

れ
る
。
し
か
し
、
忠
度
の
「
除
夜
」
題
の
歌
は
、
従
来
の
「
除
夜
」
題
の
主
眼
と
は
異
な
る
意
識
の
も
と

で
詠
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
自
身
が
「（
一
人
前
の
）
人
数
に
も
入
ら
な
い
」
こ
と
を
嘆
き
、
明
日

か
ら
「
春
」
で
あ
る
と
祝
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
「
春
」
に
対
す
る
疎
外
感
や
不
遇
意
識
が
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
、「
三
月
尽
」
題
の
歌
と
「
除
夜
」
題
の
歌
を
並
べ
て
み
る
と
、
表
現
と
内
容
に
共
通
性
が
見

出
せ
る
。 

19
我
が
身
に
は
よ
そ
な
る
春
と
思
へ
ど
も
暮
れ
ゆ
く
今
日
は
惜
し
く
や
は
あ
ら
ぬ
（
忠
度
集
・
春
） 

60
人
数
に
あ
ら
ぬ
を
嘆
く
我
が
身
さ
へ
春
と
明
日
よ
り
祝
ふ
べ
き
か
は
（
忠
度
集
・
冬
） 

両
首
に
は
「
春
」
と
「
我
が
身
」
と
い
う
表
現
が
一
致
し
、「
春
」
と
「
我
が
身
」
に
は
隔
た
り
が
あ

る
と
い
う
内
容
が
共
通
し
て
み
え
る
。「
春
」
が
喜
び
愛
惜
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
素
直

に
そ
う
思
え
な
い
「
我
が
身
」
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
こ
れ
ら
二
首
を
呼
応
さ
せ
る
と
、
忠
度
に
は
「
春

は
、（
一
人
前
の
）
人
数
に
も
入
ら
な
い
我
が
身
に
は
関
係
が
な
い
」
と
い
う
不
遇
意
識
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。 

 

⒌
お
わ
り
に 

 

以
上
、『
忠
度
集
』
は
、
雑
部
の
み
な
ら
ず
四
季
部
の
季
節
詠
の
題
の
な
か
で
も
忠
度
の
不
遇
意
識
が

み
え
、
そ
こ
に
は
独
自
の
表
現
と
内
容
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

雑
部
の
87
・
88
番
歌
に
は
、
秋
に
自
身
の
置
か
れ
た
状
況
を
嘆
い
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
春
部
の
「
三
月
尽
」
題
、
冬
部
の
「
除
夜
」
題
に
お
い
て
も
、
忠
度
は
不
遇
意
識
を
詠
み
込
ん
で
い

た
。
本
発
表
で
挙
げ
た
歌
に
よ
っ
て
、
春
部
・
冬
部
・
雑
部
と
『
忠
度
集
』
に
は
、
忠
度
の
不
遇
意
識
が

点
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、
春
部
の
末
尾
と
冬
部
の
末
尾
に
は
、
共
通
し
た
表
現
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
忠
度
の
単
な
る
季
節
詠
に
留
ま
ら
な
い
不
遇
意
識
が
目
立
っ
た
。 

春
が
終
わ
る
「
三
月
尽
」、
春
を
迎
え
る
「
除
夜
」
の
二
題
は
、
春
を
喜
び
愛
惜
す
る
内
容
が
一
般
に

詠
ま
れ
る
。
季
節
詠
に
留
ま
ら
な
い
と
し
て
も
、
季
節
が
巡
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
老
い
が
連
想
さ
れ
、
そ
の

嘆
き
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
主
で
あ
る
。
だ
が
、『
忠
度
集
』
の
「
三
月
尽
」・「
除
夜
」
題
に
込
め
ら
れ
て

い
た
の
は
「
春
」
へ
の
疎
外
感
で
あ
り
、
各
題
の
同
時
代
ま
で
の
和
歌
と
し
て
も
特
異
で
あ
っ
た
。 

今
後
こ
れ
ら
の
歌
を
は
じ
め
と
し
『
忠
度
集
』
全
体
を
通
し
て
、
和
歌
表
現
の
解
釈
を
し
て
い
く

こ
と
で
、
忠
度
の
詠
歌
に
よ
る
意
識
を
探
り
た
い
。
そ
こ
か
ら
、
忠
度
の
歌
人
と
し
て
の
位
置
づ

け
、『
忠
度
集
』
の
歌
集
と
し
て
の
特
質
を
も
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。 
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